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限
界
経
擁
亭
ミ
制
度
経
蹄
皐

米

田

庄

太

:mr) 

目

号k

(ニ)H

割方
今法
山論
米上
回 に
iIYi1 量号
111 け
41 る
山最上

方合
1.1>与S
露首 と
的知
批楠
本樫
ニと
方 白
主I 陸
と史
L. á~J 
て 剛
山保
協込
陣
取担
:日寄

与
t 
制
度
i匪
i時
I'~~ 

(ー)

方
法
論
上
に
於
け
る
祉
曾
墜
さ
経
済
晶
一
士
の

歴
史
的
閥
係

経
済
問
学
研
究
者

ω数
、
純
情
皐
研
究
の
機
関
(
例
へ
ば
大
卒
、
専
門
畠
T

枚
、
官
会
私
立
の
諸
械
の
経
済
調
査
所

研
究
所
等
)
の
数
、
経
済
学
の
一
般
的
弁
ド
特
殊
的
諸
問
題
に
閲
す
る
著
書
、
調
査
報
告
、
論
文
の
数
等
か
ら
外
部

的
仁
見
れ
ば
.
今
日
開
任
経
惟
開
山
四
千
が
隆
盛
を
致
し
て
居
る
時
代
は
、
嘗

τな
か
っ
た
三
思
は
れ
る
。
近
頃
米
国
の
或

経
協
開
幕
者
の
調
査
せ
る
所
に
よ
る
£
・
今
日
同
闘
の
大
間
半
及
び
専
門
曲
学
校
程
度
の
諸
島
一
・
校
に
於
て
経
務
亭
を
数
へ

て
居
る
殺
師
の
数
は
二
千
三
百
人
以
上
仁
達
す
る
ピ
云
十
』
ピ
で
ゐ
る
。
併
し
官
会
私
立
の
経
済
研
宛
所
、
調
査

'"~û 

能

山
川
持
制
前
回
申
と
制
皮
紐
掛
串

第
二
十

λ
特

七
E 

銘

腕
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限
界
総
持
層
と
制
度
組
減
車

悼
二
十
九
容

一七」ハ

第

掛

f 

曾
等
の
研
先
日
貝
調
査
員
ゃ
、
銀
行
曾
枇
の
純
情
事
情
H
A
ぴ
経
済
問
旭
川
り
調
査
員
碗
究
員
を
、
之
れ
に
加
ふ
れ
ば
、

今
日
米
闘
に
於

τ経
済
皐

ω数
授
や
経
済

ω例
先
調
査
に
従
事
す
る
人
々
の
数
は
、
質
に
大
な
る
も
の
で
あ
ら
う

正
忠
は
れ
る
o

メ
ャ

ρ
y
米
凶
の
或
縦
横
卒
者
や
同
凶
じ
於
り
る
四
季
刊
行
の
戎
抑
制
術
皐
雑
誌

ω氾
凶
闘
の
一
冊
に

就

τ調
査
せ
る
仁
、
問
問
中
じ
批
評
さ
れ
川
和
介
さ
れ
て
居
る
新
著

ω数
は
三
十
一
二
、
只
題
名
だ
け
列
推
さ
れ
て
底

る
新
著
の
数
は
四
百
七
十
八
、

「
文
書
、

i
-
r
 

却
制

A
t

H
A
ぴ
法
令
」
的
引

H
の
下
に
血
相
げ
ら
れ
て
日
川
ゐ
b
の
は
百
十
人
、

簡
躍
に
紹
介
さ
れ
叉
は
題
名
だ
け
血
中
げ
ら
れ
1
居
る
雑
誌
論
文
内
数
は
同
町
六
十
二
あ
っ
た
正
一
五
ふ
。
併
し
現
代

文
化
凶
に
於
て
、
研
究
者
や
例
究
機
闘
や
者
市
報
告
論
文
等

ω数
か
ら
外
部
的
に
見
て
、
今
日
経
済
凱
干
の
腕
究
が

如
何
に
隆
盛
を
致

L
t
出
血
る
か
を
叩
学
ぶ
に
は
、
吾
人
は
敢
て
外
凶

ω例
を
求
め
る
を
要
し
な
い
o
我
闘
今
日
の
賦

態
営
見
れ
は
充
分
で
ゐ
品
。

タ
ト
ヒ
岡
本
で
あ
る
ご
は
云
へ
、
改
匙
祉
の
経
済
皐
全
集

ω
初
め
の
数
容
の
如
き
理

論
的
な
綬
勝
率
書
が
、
大
れ
夫
れ
十
高
部
以
上
も
責
れ
に
ご
一
五
ム
噂
村
い
り
で
も
、
今
日
我
闘
に
於

τ経
済
問
時
干
の
研

究
が
如
何
に
盛
ん
で
あ
る
か
は
推
察
さ
れ
る
。

外
部
的
に
鬼
れ
ば
、
今
日
文
化
国
民
に
於
り
る
経
済
問
団
干
の
研
究
は
、
貨
に
未
曾
有
の
隆
盛
を
致
し
て
居
る
o

然

る
仁
夫
れ
に
拘
ら
す
、
今
日
経
済
皐
は
一
大
危
機
に
遭
遇
し
て
居
る
ご
一
誌
は
れ

τ居
る
。
何
故
で
あ
る
か
。
夫
れ

は
つ
ま
b
方
法
論
上

ω理
由
に
闘
う
て

M
Y

あ
る
。
卸
も
科
皐
正

L
て
の
経
済
問
宇
は
、
如
何
に
し

τ確
立
さ
れ
い
得
る

か
芭
云
ム
問
題
に
閲
し
て
い
V

あ
る
。



夫
H
H

科
帥
宇
の
目
標
は
岡
県
理
其
物
を
究
明
す
る
に
あ
る
の
で
、
其
の
究
明
せ
る
英
理
が
人
生
仁
有
盆
で
あ
る
や
杏

や
は
、
科
撃
の
敢
て
闘
心
す
可
き
事
柄
で
な
い

Z
主
張
す
る
人
身
が
あ
る
。
云
ふ
ま
で
も
な
〈
科
学

ω直
接
目
的

卸
も
共
的
都
議
目
標
は
具
現
の
究
明
で
あ
る
。
併
し
科
皐
は
人
生
古
紙
附
係
の
も
り
で
な
〈
、
否
な
人
生
の
一
方

面
で
あ
る
以
上
、
夫
れ
は
本
来
人
生
ぞ
盆
す
可
き
も
の
で
あ
る
。
プ
一
フ
グ
マ
チ
ズ
ム
ス
の
主
張
す
る
如
〈
、
英
理

は
人
生
に
有
盆
で
あ
る
が
故
に
具
埋
で
あ
る
の
で
は
な
い
が
、
併
し
箕
理
で
ゐ
る
が
放
に
、
人
生
を
盆
す
可
き
も

の
千
、
ゐ
る
。
か
〈
て
料
出
守
の
直
接

H
的
は
骨
折
迎
其
物
の
究
明
に
ゐ
る
が
、

し
か
も
奥
現
其
物
は
島
理
己
し
亡
人
生

-r孟
す
す
き
も
う

F
b
3
3
k
、

よ

F
A
一

科
目
ゅ
の
先
叫
冊
目
的
は
人
生
を
品
却
す
乙
こ
E

じ
め
と
可
き
で
め
る
ο

古
れ

ν」
此
協

に
大
に
注
意
す
可
き
は
、
科
地
T

の
究
明
す
る
奥
部
、
科
向
学
的
奥
へ
る
異
質
な
る
知
識
が
、
人
生
に
有
益
で
あ
る
ご

云
ふ
以
、

必
す
し
も
人
附
の
目
的
じ
謝
し
て
、
戒
は
階
級
的
目
的
に
封
し
t
庇
ち
に
役

H
つ
Z
云
ふ
意
味
で
は
な

い
こ
ど
で
あ
る
o

否
な
科
目
品
干
の
奥
へ
る
異
質
な
る
如
識
が
、
目
前
り
目
的
或
は
階
級
的
目
的
に
劃
し
て
は
、
有
害

で
あ
る
場
合
も
決
し

τ少
な
〈
な
い
。
之
れ
に
反
し
て
科
血
中
的
知
誠
で
な
〈
し
て
、

目
前
の
目
的
戒
は
階
級
的
目

的
に
有
盆
な
る
知
識
も
ゐ
る
。
き
れ
ば
科
山
中
的
知
識
は
結
局
人
生
を
盆
す
可
き
も
り
で
め
る
か
ら
三
て
、
夫
れ
は

直
ち
に
目
前
の
目
的
或
は
階
級
的
目
的
に
、
有
効
に
役
立
つ
可
き
も
の
で
あ
る
ご
考
へ

τは
な
ら
な
い
ご
同
時

に
、
円
前

ω
目
的
或
は
階
級
的

H
的
に
有
議
で
め
る
か
ら
己
て
、
大
れ
は
直
も
仁
科
目
学
的
知
識
で
あ
る
己
考
へ
て

も
よ
ら
よ
、
。
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指

限
界
艦
消
厳
正
制
度
経
済
皐

第
二
十
九
巷

じ

え

第

罰法

現
代
文
化
闘
民
仁
於
け
る
今
日
の
経
渋
川
組
干
の
降
盛
は
目
前
の
目
的
或
は
階
級
的
目
的
に
謝

L
て
貨
に
有
盆
な
る

多
大

ω知
識
を
奥
ヘ

τ居
る
。

L
か
も
税
率
ご
し
て
の
今
日
の
経
済
些
ゐ
師
団
値
が
問
姻
正
な
る
の
は
、
立

(ω
輿
ヘ

る
有
盆
な
る
知
識
が
、
川
市
し

τ具
に
科
学
的
知
識
で
わ
る
や
否
や
は
疑
は
し
い
か
ら
で
あ
る
o
然
ら
ば
共

ω疑
問

は
如
何
に
し
て
氷
解
さ
る
一
叶
き
か
。
詳
し
〈
一
五
へ
ば
今
日
経
務
事
的
血
(
へ
る
知
識
が
、

異
に
科
事
的
知
識
で
ゐ
る

や
否
や
は
・
何
に
よ
っ
て
判
断
さ
る
可
き
か
。
一
百
ふ
ま
で
も
な
く
夫
れ
は
事
問
論

2
r
J
q
P
E
E
R
E計
r
r日
)

l

よ
b
て
始
め

E
疋
常
仁
解
決
Z
る
可
証
』
問
題
E
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
科
学
の
一
般
的
本
質
、
分
類
及
び
各
判
什
学
部

制
酬
の
論
理
的
叫
鴨
池
が
確
貨
に
決
定
吉
れ
、

εう
し
て
経
済
事
は
科
卒
正
し
て
何
れ
の
科
川
学
部
狐
に
胤
す
可
き
か
い

硲
定
さ
れ
る
こ
正
に
よ
b
て
‘
経
済
同
地
干
の
究
明
す
る
英
理
‘
卸
も
経
憐
凪
干
の
即
時
へ
る
科
率
的
知
一
械
が
本
来
如
何
な

る
も
の
で
あ
る
可
き
炉
ぃ
了
解
さ
れ
、

比
虞
に
吾
人
以
始
め
て
具
に
科
事
的
な
る
経
済
問
学
的
知
識
は
、
如
何
に
し

て
獲
得
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
が
を
見
定
め
、
又
今
日
一
般
に
経
済
事
古
都
せ
ら
れ
る
桶
々
雑
多
な
研
究
が
典

へ
る
楠
々
雑
多
な
知
識
中
、
何
れ
の
も
の
が
具
に
経
済
率
的
知
識
で
ゐ
る
か
を
判
断
す
・
』
ご
が
出
来
る
の
で
ゐ

る。
き
れ
ば
今
日
経
済
皐
を
し
て
其
の
危
機
を
脆
せ
し
め
、
異
に
科
卒
ご
し
て
之
を
確
立
す
る
斜
め
に
は
・
吾
人
は

陸
出
比
的
仁
、
叉
統
計
的
に
、
真
に
土
俗
率
的
に
も
、
只
仰
世
清
的
事
貨
を
蒐
集
す
る
だ
り
で
は
充
分
で
な
〈
、
又
只

現
貨
な
る
経
済
事
情
を
詳
し
〈
記
逃
す
る
に
け
で
も
充
分
で
な
〈
、
夏
に
只
併
存
の
理
論
的
方
針
の
何
れ
か
を
徹



底
的
に
推
L
進
め
て
行
(
だ
り
で
も
充
分
で
な
い
。
倫
ほ
其
等
の
総
て
を
企
だ
て
、
も
充
分
で
な
い
。
吾
人
は
賞

に
聞
宇
問
論
上
よ
b
棋
本
的
に
、
科
地
T
t
L
て
の
純
擁
皐
の
論
理
的
構
造
を
究
明
し
確
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
ゐ

る
o

是
れ
近
京
市
欧
米
諸
凶
に
於
て
、
殊
に
血
弔
問
諭
の
開
先
が
大
に
後
透
し
て
居
る
獅
換
に
於
て
、
経
済
問
明
方
法
論

が
盛
ん
に
論
究
苫
れ
て
来
た
所
以
で
あ
る
古
思
ふ
o

然
る
に
私
は
き
皆
に
本
雑
誌
に
於
て
登
表
せ
る
論
文
中
に
遁
べ
し
如
(
、
皐
問
論
の
現
朕
ゃ
、
批
曾
科
卒
の
現

放
が
ら
見
て
、

一
切
の
枇
曾
科
学

ω方
法
論
を
研
究
す
る
・
て
乙
官
、
枇
品
目
酬
明
の
少
な
く
b
前
面
な
一

z
h
y
q
J
甘
山

，
官
￥

R
q
E

一世一仙

め
‘
私
一
か
枇
九
首
相
中
の
本
質
的
二
部
門
吉
見
る
純
一
比
枇
品
目
朗
守
主
総
合
風
合
同
学
ご

ω外
仁
、
組
織
枇
品
目
半
或
は
枇
曾
科

平
一
般
方
法
論
正
帯
す
る
一
部
門
を
設
定
ゼ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

hr
〈
て
私
は
科
事
ご
し
て
の
経
裕
皐
の
論
理

的
構
治
を
究
明
し
確
立
す
る
こ
ご
も
、

ヤ
A
W
E
J

枇
食
事
の
一
問
題
Z
考
へ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
は
管
に
諭

理
的
理
由
に
よ
る

ωみ
な
ら
す
、
疋
に
国
防
臭
的
理
由
に
も
よ
る
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
方
法
論
上
に
於
り
る
吐
曾
事

E
経
済
事
正
の
、
特
に
密
接
な
る
雌
史
的
側
係
に
就

τは
、
一
枇
品
目
皐
者
間
に
も
亦
経
済
卒
者
間
に
も
、
ま
だ
充
分

に
注
意
し
た
人
は
な
い
ぜ
忠
ふ
か
ら
、
私
は
比
蕗
に
特
に
北
(
の
駄
に
就

τ少
し
〈
通
べ
て
置
き
た
い
ご
息
ふ
。

今
英
国
経
済
皐
に
於
て
、
特
に
方
法
論
が
重
要
な
る
問
題
己
し
て
論
究
古
れ
て
京
市
た
の
は
グ

1
ア
ン
ズ
、

ク

9 

ッ
フ
・

V
1
7
1
、
イ
ン
グ
ラ
ム
等
か
ら
で
あ
る
が
(
同
日
♀
の
E
5
3
m
o
E
n
H
B
aロ
間
早
門
口
氏
1
2
0門
司

0
5一日一

開口
οロO
口同可

MHo-]可

間同廿
O

口白《凶作品、同∞一刊十

(
け
「
防
司
UFO-庁
O
M守

E
L
円。札口白一日早同且
r
o
L
o『
唱
え
目
見
。
弘
同
noロO
自
可
、
同
∞
uwu
・

王宮

鉱

限
界
魁
憐
躍
と
制
度
組
済
問
申

第
二
十
九
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セ
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限
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と
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度
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四

-Haro日
目
同
仏
毛
R
去
の
ロ
同
V
F
B
-
F
回
目
白
羽
足
。
B
-
ω
ロ品

Hi。ロ
E
B
-
-
a
h
A
U
』

ovロ
討
の
口

ω
同
口
四
日
自
¥
H
E
m
p
g
o
E

可

O巴
民

O
H
H
E仏

]
1
5
4
0
n
z
o『

HioE町
内
包
何

n
O
D
O
B〕
〉
岡
田
吋
∞
〉
回
一
切
門
o
q
o同
]
V
0
5
r
t
問。。ロ
O自
uJH
∞
∞
同
)
併
し
其

等
の
人
々
に
先
に
も

τ飢
に

ゼ

1
・
ェ
ュ
・
ミ
w
は
組
制
的
に
経
断
凱
平
方
法
論
を
諭
越
し

τ日山わん
Q

( 

にー吋

(fJ 

冨
一
口
、
開
田
ω
ヨ。ロ
C
E
m庄内仏

o
z
o
E
一o
E
吉
町
o
-
E
B
-
開

noロ
O日
山
口
司
氏
再

E

H
∞UH也
市

C
E
z
r
m仏

H∞主

mu函
百
日

。円

H
h
e
m
p
w

ら
お
)
さ
れ
ど
又
彼
以
前
ド
は
・

ま
に
何
人
も
之
を
組
織
的
ド
論
越
し
て
屑
な
い
と
川
山
は
れ
る
。

カミ

(
て
絞
純
平
方
法
論
を
始
め
て
組
織
的
に
論
述
し
た
の
は
、

ピ
1
・
エ
ス
・
ミ
Y

で
ゐ
る
ご
認
め
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
然
る
に
私
は
主
主
に
本
雑
誌
に
於
て
目
白
に
せ
る
、

ミ
Y

の
枇
曾
科
印
刷
午
方
法
論
に
閲
す
る
詩
論
文
中
に
論
述
せ

る
如
く
、

ミ
U
F

の
献
曾
科
平
方
法
論
は
本
来
コ
ン
ト
の
枇
曾
事
方
法
論
を
基
礎
ピ

L
て
、
共
的
上
じ
展
開
さ
れ
た

る
も
の
に
し

τ、
特
に
ミ
戸
の
絡
協
相
皐
方
法
論
に
就

τ見
れ
ば
、
夫
れ
は
ヨ
ン
ト
の
枇
曾
事
方
法
論
己
は
大
仁
異

な
っ
て
居
る
が
過
し
か
も
後
者
を
雌
れ
で
は
前
者
は
確
立
さ
れ
得
な
い
。
要
す
る
に
ミ
U
F

は
コ
ン
ト
の
枇
曾
事
方

法
論
を
基
叫
崎
正
し
戒
は
背
設
正
し
て
、
英
凶
経
雌
仰
向
車
体
来

ω方
法
論
を
組
織
的
に
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

古
れ
ば

若
し
ヨ
ン
ト
が
ミ
W

に
先
立
ち
て
.
サ
枇
曾
皐
方
法
論
を
組
織
的
に
論
説
し
て
居
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

ミ

U
H
4
到-底

d
l
i
j
 

彼

ω経
憐
事
方
法
論
を
始
め
共
の
仙
の
批
曾
科
事
方
法
論
合
、
少
な
く
も
彼
が
成
就
せ
る
仕
方
に
於
て
、
組
織
的

に
展
開
す
る
こ
正
が
出
来
な
か
っ
た
で
ゐ
ら
う
ピ
思
は
れ
る
。

か
く
て
経
憐
皐
方
桧
論
以
降
史
的
じ
は
枇
曾
問
中
方

法
論
に
基
レ
て
畿
蓮
せ
る
も
の
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
じ
夏
ド
ョ

y
ト
自
身
は
如
何
に
し

τ彼
ω枇
曾
印
刷
千
方



法
論

er築
き
上
げ
た
か
を
詳

L
く
吟
味
ー
し
て
見
る
正
、
彼
は
金
〈
す

v
-
V
モ
ン
に
負
ム
院
な
き
も
の
、
如
〈
白

か
ら
池
ぺ
て
居
た
仁
拘
ら
や
・
殊
に
彼

ω門
下
生
が
す
ン
・

V

壬
ン
一
阪
の
人
々
の
非
難
に
謝
L
て
彼
の
綱
創
性
を

大
に
主
張
し
て
屑
た
に
拘
ら
宇
、
彼
の
枇
品
目
飢
午
方
法
論
り
根
本
的
思
想
は
資
質
的
に
は
す
y

・
V

壬
Y

が
院
に
断

片
的
に
論
辿
し
て
居
た
も
の
に
し
て
、
彼
は
之
を
サ
y
-
V
4
t
y
h
r
ら
事
ん
だ
の
で
め
る
こ
ご
は
、

ア
ラ
ン
グ
リ
ノ

な
ど

ω詳
し
き
研
究
に
よ

h
τ
明
白
で
ゐ
る
。

き
れ
ど
コ
ン
ト
の
如
く
骨
間
代
の
主
要
な
る
哲
事
及
び
諸
科
撃
を
百

科
金
書
的
に
、
し
か
も
細
川
的
統
一
的
に
附
山
出
し
て
、
同
大
は
る
向
学
識
正
卓
越
せ
る
論
叩
則
的
強
球
力
三
を
円
計
備
せ

ゐ
天
才
的
段
者
に
非
ら
が
'
は
、

す
γ

・
V

A

Y

の
断
片
的
剛
山
似
守
備
制
令
し
統
一
し
、
詳
し
〈
深
〈
反
問
し
て
、
山
肌

大
な
る
問
中
的
惜
系
を
築
き
上
げ
る
こ
ご
の
不
可
能
な
る
は
、

す
Y

-

V

壬
ン
の
多
数
り
門
下
生
中
・

ヨ
ン
ト
に
比

す
可
主
事
的
訴
業
を
成
就
せ
る
も
り
が
一
人
も
な
い
こ
正
に
よ
っ

τも
察
知
さ
れ
る
o

そ
う
し
て
コ

y

ト
汲

ω人

々
が
、

コ
ン
ト
が
す

y
-
v
d屯
Y

に
接
す
る
以
前
に
、
後
年
依
り
枇
曾
与
の
基
礎
芭
な
的
い
る
成
思
似
を
、
阪
に
サ

y

-

V
毛
ン
か
ら
獅
立
に
俊
迭
さ
せ
て
居
た
こ
ご
を
設
明
す
る
も
の
正
し
て
重
要
畑
山
ず
る
、

コ
ン
ト
が
千
八
百
十

八
年
(
即
も
彼
が
二
十
才
の
年
)
、

サ
Y

-

V

毛
Y

の
門
に
入
品
前
に
、

ナ
ン

-

V

毛
ン
に
持
活
れ
る
茜
簡
は
、
彼
等

が
考
へ
る
ほ
ど
、

コ
Y

ト
の
す
y

-

V

毛
ン
に
謝
す
る
獅
創
性
を
誇
明
す
る
も
の
さ
は
思
は
れ
な
い
が
、
併
し
私

は
方
法
論
上
に
於
り
る
枇
曾
苧
己
縦
隣
町
晶
子
正
の
歴
史
的
関
係
を
究
明
す
る
潟
め
に
は
、
甚
だ
興
味
あ
る
事
貨
が
、

夫
れ
か
ら
町
四
千
ば
れ
る
ご
忠
ふ
。
そ
れ
で
此
鴎
に
は
特
に
共
の
鮪
に
注
目
し

τ・
右
の
書
簡
り
主
要
な
る
部
分
を
誇

品
目 U

襲

限
即
骨
組
簡
単
k
制
度
経
済
同
申

第
二
十
九
巻

入

~; 

IDl 

宝玉



論

捜

限
界
経
済
事
と
制
度
粗
涛
串

第
二
十
九
巻

i¥. 

第

披

大

し
て
置
〈
。

唯
一
四
合
理
的
な
る
政
治
単

(
F
}
u
o
E
C
A
C
O
)
は
組
済
事
(
勺
町
内
o
p
o
自
昂
唱
。
出
1
J
5
)
で
あ
る
こ
と
を
、
始
め
て
咽
向
に
書
出
し
た
る
は
、
貴
下
ず

あ
る
が
故
に
・
貴
下
は
仲
刊
の
事
を
何
人
よ
り
も
よ
り
よ
〈
抽
聞
知
さ
れ
て
居
る
と
思
J

然
る
に
今
担
持
串
は
厳
密
に
一
一
再
へ
は
ま
だ
一
山
科
躍
で
な
い
。

是
れ
今
日
白
魁
尚
皐
は
一
白
科
事
と
な
る
銘
拍
に
必
必
な
る
一
基
礎
を
快
刷
て
ほ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
日
白
経
済
事
は
貨
に
多
雌
内
貿
控
的
民
理
を
有

し
て
肘
品
川
目
、
併
し
此
帥
甲
山
民
躍
は
今
目
安
亡
。
蕗
ど
は
、
只
分
離
せ
る
個
々

ω
靖
抑
制
筏
に
外
な
ら
な
い

mJ亡
、
紐
間
単
に
於
て
一
の
金
岨
閣
を
蝉
成
す

る
0
.て
な

t
、
事
る
一
白
寄
せ
集
め
を
な
す
に
外
な
ら
ぬ
。

E
:
-
-
Mす
る
に
組
搾
些
を
研
究
す
る
総
亡
の
硯
附
田
勝
れ
た
る
人
々
は
、
夫
れ
怯
民
貨

な
一
般
的
な
基
礎
圭
有
し
な
い
に
と
を
凪
ち
に
市
細
説
す
る
。
そ
コ

L
て
私
の
見
る
慮
に
よ
れ
ば
、
程
的
且
・
に
か
ふ
る
悲
礎
を
拠
へ
る
と
と
は
、
新
聞
串
白

地
品
少
の
お
め
に
今
日
古
人
の
成
L
待
る
品
だ
重
要
な
る
仕
事
て
あ
る
。
偽
る
に
今
此
白
目
的
は
、
「
財
産
制
度
は
一
回
目
一
制
嵐
中
世
と
も
重
硬
な
る
も
白

に
し
て
、
比
直
に
哉
と
も
市
盆
な
る
行
方
ド
於
マ
、
都
成
さ
る
刊
曹
て
串
る
」
と
一
百
ふ
貴
下
町
基
本
的
思
想
に
よ
明
て
成
就
さ
札
る
と
思
は
れ
る
。
純
湾

出
世
戸
川
崎
て
状
樺
さ
札
た
る
」
叩
O
見
現
は
、
山

ω
民
暗
躍
な
ハ

vmM叫
に
叫
耐
亡
帥
び
附

W
得
ら
れ
る
と
忠

ωれ
る
が
、
夫
れ
に
上
り
て
組
消
曜
は
紹
済
的
諸

糊
徒
に
基
い
て
民
民
な
る
政
治
事
を
建
設
す
る
手
段
を
叫
給
す
る
白
で
あ
る
。
そ
う
し
て
比
四
全
世
を
盤
閣
す
る
仕
事
、
即
ち
貸
出
的
政
治
唱
を
形
成

す
る
仕
事
は
、
貨
に
優
穿
な
る
仕
事
で
あ
る
正
私
は
都
信
す
る
。

私
は
此
際
凡
右
の
如

t
に
要
旨
を
述
べ
る
に
止
め
る
が
、
貴
下
若

L
私
由
考
へ
に
事
少
の
興
味
を
嘩
じ
ら
れ
、
又
私
の
考
へ
出
些
少
な
り
と
も
貴
下

を
益
す
る
所
有
り
得
る
と
幸
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
組
湾
問
中
つ
ま
り
は
賀
詩
的
止
惜
串
に
附
す
る
仰
ぽ
詳
L
-号
、
諭
越
を
、
後
日
武
下
に
詮
呈
L
た
い
と
忠

ふ
。
其
由
場
合
に
私
は
緬
碑
串
M
A
8
7
日
ま
で
に
成
就
せ
る
主
国
な
る
泊
歩
、
先
づ
其

ω創
設
者
印
ち
仰
臨
間
経
商
事
者
(
漁
め
申
上
げ
て
置
(
出
、
私

。
瓦
る
蕗
で
は
今
日
目
皐
者
は
持
毎
白
樫
凶
単
者
自
民
倒
を
よ

t
了
解
し
て
川
な
い
)
由
手
に
よ
り
て
、

U
A

引
き
続
い
て
ス
ミ
ス
マ
ル
ザ
ス
及
び
セ

1
舘
の
手
に
よ
り
で
成
就
さ
れ
た
る
主
製
吐
る
遊
歩
を
詳
し

f
検
査
し
た
い
と
思
L

0

0

倫
は
私
は
後
日
倫
唱
串
に
醐
す
る
考
察
を
も
、
賞
下
に
呈
す
る
こ
と
が
山
高
る
と
思
ふ
。
量

L
私
白
考
へ
る
虚
に
よ
れ
ば
、
倫
叩
皐
も
ヤ
ハ
リ
政
治

事
と
同
様
に
新
た
に
建
設
さ
る
可
量
一
白
科
皐
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は
世
に
流
布
す
る
甚
だ
寧
重
す
可
身
、
文
棋
だ
有
用
な
る
倫
哩
の
諸
原
理
に

封
し
て
、
決
し
て
興
議
を
静
ま
ん
と
す
る
も
の
で
な
い
が
、
し
か
も
民
等
の
請
脱
出
は
不
古
四
分
て
あ
る
と
敢
て
断
言
し
た
い
。
北
(
轄
山
諦
原
問
中
田
最

大
な
毘
哉
と
も
普
及
せ
る
も
の
、
即
ち
隣
人
心
謹
白
原
理
は
、
貨
際
に
於
て
は
一
目
情
操
白
表
出
に
外
な
ら
ず
し
て
、
行
泊
目
刷
山
で
は
な
い
。
他
。

措
ん

r総
て

ω
原
埋
も
同
様
で
あ
る
。
然
る
に
売
れ
自
身
に
勝
て
は
最
と
も
枯
草
す
可
き
附
探
も
、
耳
目
作
用
が
官
説
的
知
識
に
よ
り
て
指
導
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
批
官
自
申
耐
に
劃
し
て
殆
ん

r常
に
無
数
で
あ
り
、
臣
に
時
と
し
て
は
甚
だ
有
害
な
る
ζ

止
さ
へ
も
あ
る
。
隣
人
の
愛
(
措
ん

r組
て

の
仙
の
倫
理
原
瑚
は
此
白
原
岨
の
種
々
な
る
煙
容
に
外
な
ら
ぬ
)
を
怖
と
し
て
考
へ
る
に
、
若

L
此
山
原
酬
が
品
目
官
際
の
臨
用
に
於
て
、
隣
人
に
有

誼
て
あ
る
手
段
目
知
識
に
よ
り
て
指
導
さ
れ
な
い
ー
な
ら
ば
、
届
々
夫
れ
hr
ら
他
人
目
刺
誌
が
止
じ
な
い
と
と
は
明
白
で
な
い
か
。
普
き
志
向
出
知
識
白

献
乏
の
泊
め
に
屡
々
甚
だ
有
害
な
る
行
錦
を
譜
致
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
寄
人
出
日
常
賀
見
す
る
事
買
で
あ
る
。
き
れ
ば
一
層
重
到
な
る
こ
と
は
、
人

々
に
こ
山
又
は
か
由
情
操
主
抱
か
し
め
ん
と
努
め
る
と
と
で
な
〈
し
て
(
是
れ
か
ミ
る
努
力
は
総
て
殆
ん

r常
に
無
用
で
あ
る
か
司
又
は
無
数
で
あ
る



か
ら
で
あ
る
)
同
胞
白
儒
め
に
有
骨
で
あ
る
賀
程
的
手
段
を
個
人
に
教
へ
て
、
個
人
が
腐
宇
品
情
操
を
人
絹
由
儒
め
に
利
用
ぜ
ん
主
努
め
る
己
ル
一
で
あ

る
可
き
で
あ
る
。
輩

L
自
然
は
相
誕
す
る
性
向
吉
本
端
人
聞
に
賦
蝿

L
て
居
る
り
で
、
人
間
は
相
互
に
他
を
盆
す
る
手
段
を
明
か
に
知
得
す
る
は
上

は
、
之
を
武
行
す
る
機
曾
を
直
ち
に
捉
へ
る
恥
ら
て
あ
る
。

さ
れ
ば
上
九
日
人
は
枇
命
的
秩
序
を
削
波
せ
ん
と
航
す
る
も
心
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
る
恐
れ
な
し
に
.
其
等
の
倫
別
原
川
四
位
A
T
f
附
M
M
に
M

叶
な
ら
自
が
故

に、

A
A
然
不
充
分
で
あ
る
と
者
二
、
買
断
言
す
る
を
得
、
随
ふ
て
触
て
其
磐
田
原
理
は
何
れ
も
祉
曾
由
民
の
利
盆
に
総
て
自
動
に
於
で
合
致
す
る
と
と

を
承
認
す
る
と
も
、
仙
ほ
一
の
官
詑
的
な
倫
刊
事
由
形
成
を
切
望
し
得
る
正
忠
ふ
。
そ
う
し
て
此
白
賞
誰
的
な
倫
川
県
・
口
政
治
曜
と
同
じ

t

担
椀
単

に
接
木
さ
れ
る
可
き
で
あ
る
と
思
ふ
。
是
h
H

私
自
考
へ
に
よ
れ
ば
倫
別
的
規
則
は
政
抽
的
制
度
と
阿
亡
{
、
夫
れ
が
止
誌
の
上
に
H
A
ぽ

L
、

R
Aぼ
し

得
る
賂
響

r従
ふ
て
刈
輔
さ
る
可
告
で
あ
る
か
ら
て
あ
る
。
そ
ろ
し
て
右
山
見
地
か
ら
世
帯
控

L
、
か
〈
て
抗
め
て
賞
者
に
、
金

f
賀
躍
的
な
日
方
に
て

判
断
し
て
、
一
切
の
倫
明
的
智
悦
且
び
立
向
在
、
例
へ
は
慈
善
心
を
検
査
す
る
と
と
は
、
坑
に
興
叫
あ
る
業
と
必
は
れ
る
。
是
れ
貴
下
の
思
畑
輔
が
H
A
下

を
導
い
て
行
〈
仕
事
て
あ
一
っ
て
、

L
か
も
武
下
が
抱
に

L
て
は
刷
る
も

U
.ど
あ
る
0

・
世
下
は
政
治
的
成
際
的
町
剖
は
品
川
凡
下
山
門
的
を
川
崎
山
地
に
連

成
す
る
ド
最
と
も
迎
切
な
る
方
針
で
あ
る
と
宅
へ
ら
れ
る
織
で
あ
Q

が
、
併
L
よ

f
熟
考
さ
れ
る
な
ら
ば
、
此
回
脚
部
に
於
て
も
、
地
て
以
他
。
附
州
市

に
ぬ
け
る
ん
」
同
ピ
(
、
先
づ
前
川
官
制
す
可
き
は
、
私
が
科
島
占
的
成
は
別
論
的
方
針
と
科
す
る
も
山
で
あ
る
こ
と
を
斑
ら
れ
る
ず
あ
ら
う
。
貨
下
は
投
下

白
忠
也
が
、
不
幸
に
し
C
武
下
が
訴
へ
ら
れ
て
周
る
八
ム
衆
に

k
り
て
よ
リ
は
、
議
か
れ
よ
り
容
易
に
、

U

人
よ
り
担
惑
に
、
組
神
山
中
高
目
上
り
て
提
訴
さ

れ
る
で
あ

ιう
と
一
耳
ふ
こ
と
を
菅
股
さ
れ
て
府
な
い
。
貴
下
仕
立
下
山
り
川
崎
却
が
位
た
〈
枇
令
科
事
ド
於
て
一
山
原
則
と

L
て
町
政
刷
さ
れ
た
る
二
ω
民

瑚
と
し
て
許
容
さ
れ
る
で
あ
ら
う
正
公
ふ
こ
と
、
互
先
れ
よ
り
右
山
性
質
を
異
備
し
て
抗
際
的
世
界
に
現
は
れ
る
と
と
に
よ
り
て
、
遥
か
に
よ
り
土
く

敵
迎
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
一
百
点
と
と
を
考
雌
さ
れ
て
肘
な
い
。
何
れ
山
科
事
に
あ

H
C
も
、
瑚
論
上
民
理
と
踏
め
ら
れ
る
原
聞
は
常
に
世
際
由
中
に

必
然
的
に
輸
入
さ
れ
る
も
凶
で
あ
る
c

そ
p

フ

L
て
貴
下
山
思
想
は
、
普
迦
一
般
の
削
識
と
な
切
符
る
程
単
純
な
る
も

ω
で
あ
る
が
故
戸
、
甚
だ
迅
叫
に

右
山
利
益
を
受
け
る
で
あ
ら
う
。

-
私
仕
上
に
迅
べ
し
純
明
皐
に
闘
す
る
論
文
を
、
遅
々
貴
下
に
諮
呈
す
る
光
柴
を
有
す
る
で
あ
ら
う
。

-

H

・
・
〔
コ
シ
ト

ω
遺
言
執
行
者
凶
↑
人

h
m
ロ
日
百
三
回

o
Eロ
耳
-
H
0
2
2
自
民
円

0
2
2司

S
F
4
5
ι
-〉
口
哲
朗
耳
円
。
日
日
句
、
川
『
3
5
M
V
E
o
同
e
Z
2
f
沼》

u
m
-
-
u
m
U
)
 

却
設
右
に
引
用
せ
る
コ
ン
ト

ω書
簡
は
、
彼
が
二
十
歳
の
時
に
書
い
た
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
彼
は
如
何
に
早
〈

か
ら
経
済
組
一
を
重
要
減
し
、
又
共
的
研
究
に
大
に
カ
を
注
い
で
居
た
か
は
察
知
さ
れ
る
。
ヲ
ぞ
う
し
て
嘗
時
飯
に
彼

の
経
済
島
上
の
知
識
が
浅
薄
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
ご
は
、
賞
代
の
経
済
事
は
事
寅
に
基
〈
質
経
的
知
識
が
ら
成

論

議

限
界
経
済
畠

L
制
度
鶴
湾
皐

第
二
十
九
巻

i¥. 

第

披

七



論

讃

限
界
経
掛
皐
と
制
度
帽
静
串

第
二
十
丸
谷

J、
回

第

腕

λ 

立
し
て
居
る
が
、

し
か
も
現
貨
な
一
般
的
な
基
礎
を
快
い
て
居
る
が
縛
め
仁
、
ま
だ
科
事
ご
し
て
の
組
制
的
統
一

的
館
系
を
具
備
す
る
に
至
ら
な
い
事
を
削
剛
被

L
た
鈷
や
、
ヌ
嘗
時
の
備
前
酬
西
的
経
済
曲
学
者
が
英
国
的
経
済
問
申
者

ω

設
に
肱
議
さ
れ
て
、
経
済
率
的
創
設
者
正
し
て

ω自
図
的
先
卒
者
、
貫
鹿
半
減
の
諸
家
的
意
義
を
よ
〈
了
解
し
て

居
な
い
事
を
指
摘
し
た
賠
な
ぞ
か
ら
推
察
百
れ
ゐ
の
で
あ
る
。
併
し
此
鴎
仁
志
的
特
に
興
味
を
戚
守
る
勤
は
、
品
怯

に
彼

ω枇
曾
出
品
干
及
び
封
殺
政
治
盟
系
正
し
て
品
目
脱
苫
れ
た
も
の
、
郎
も
蛍
山
川
彼
U
Y

異
内
政
治
学
ご
か
市
川
設
的
政
治

事
ご
か
櫛
せ
る
も

ωも
、
亦
貨
諮
倫
理
事
ご
緋
せ
る
も
の
も
、
総
て
絞
憐
山
学
全
基
礎
己
し
て
建
設
さ
れ
築
き
上
げ
ら

る
可
き
も
の
古
考
へ
て
居
た

-
M
Z
で
あ
る
。
そ
う
し
て
比
り
見
解
は
、

つ
ま
h
一
切

ω枇
脅
科
事
は
抑
制
隣
接
a

に
恭

い
て
建
設
さ
る
可
き
も
の
吉
云
ふ
意
味
に
刷
用
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
コ
ン
ト
は
一
切
の
枇
曾
科
事
は
、

方
法
論
的
に
は
経
済
撃
を
基
礎
ご
し
て
建
設
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
ご
云
ム
思
想
か
ら
出
後
し
た
の
で
あ
る
。
前

ほ
右
の
書
簡
に
よ
れ
ば
・
彼
は
一
切
的
批
曾
科
学
叫
基
礎
Z
し

τの
経
済
率
的
質
質
的
意
義
を
も
軍
要
秘
し
て
居

た
ニ
芭
が
察
知
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
彼
者

L
其

ω見
解
を
保
持
じ
て
、
彼
の
偉
大
な
る
組
織
的
能
力
を
働
か
せ
た

な
ら
ば
、

マ

1
u
F
F
月
に
先
に
ち
、

7
1
Y
P
R
よ
h
b
勝
れ
た
る
唯
物
史
観

ω
一
髄
系
を
建
設
し
た
が
も
知
的
H

な
い
。
併
し
か
、
る
偏
狭
な
る
思
想
睦
系
を
立

τ
る
に
は
、
彼
の
事
識
は
ゐ
ま
り
に
博
大
で
あ
っ
た
。
彼
の
拳
誠

は
只
諸
般
の
枇
曾
科
事
に
の
み
限
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
。
彼
は
少
年
時
代
か
ら
勝
れ
た
る
数
事
的
才
能
を
有
L
、

大
事
仁
於
て
は
主
ご
し
て
数
撃
を
皐
び
、
晩
年
に
至
る
ま
で
も
大
事
の
欽
準
教
授
の
地
位
を
望
ん
で
居
た
ほ

2
・



彼
は
敷
亭
に
秀
で
、
居
記
。
夏
に
天
文
事
、
物
理
率
、
化
盤
a
U
A
び
生
物
凪
平
等
に
於

τも
、
嘗
代
の
其
等
の
諸
科
事

の
奥
義
を
極
め
て
居
た
二
芭
は
、
「
賞
諮
哲
由
宇
講
義
」
に
就
て
見
れ
ば
明
白
で
あ
b
、
且
つ
ま
だ
年
若
き
彼
が
自
宅

に
於

τ奥
へ
た
共
り
「
講
義
」
に
、
骨
同
時
其
等
山
り
諸
科
事
に
於
り
る
有
名
な
る
幾
多
の
大
家
を
し

τ、
喜
ん
で
聴
講

さ
せ
た
こ
己
に
よ
b
て
推
察
さ
れ
る
。
恐
〈
は
賞
附
の
仰
師
側
面
に
於

τ、
彼
ほ
H

と
博
大
な
る
朗
申
識
を
具
備
せ
る
人

は
な
か
っ
た
、
奇
な
共

ω後
も
な
い
ご
思
は
れ
る
。
か
〈
て
彼
は
到
底
唯
物
史
観

ω如
き
偏
狭
な
る
思
想
憾
系
を

立
て
得
な
か
っ
た
の
で
め
品
。

倫
は
彼
は
泊
り
書
簡
巾
に
銑
仁
サ
ン
剛
、
V
4屯

V

的
政
治
的
質
際
的
方
針
を
批
評
し
、
先
づ
科
率
的
或
は
理
論
的

方
針
を
重
ん
宇
可
き
4

伊
主
張
し
て
居
る
が
、
其
り
後
も
彼
は
其

ω主
張
を
固
持
し
・
又
夫
れ
が
幼
時
に
、

度
サ

Y
-
V
毛

Y

の
門
に
入
ム
リ
、
大
に
す
ン

-
v
e
v
の
寵
愛
を
受
け
た
し
拘
ら
宇
、
遂
じ
某

ω門
を
去
る
に
至
っ
た
の

で
ゐ
る
。
そ
う
し
て
其

ω理
論
的
方
針
を
先
ワ
特
に
重
要
観
す
る
彼
の
傾
向
は
、
彼
を
し
て
遂
に
主
知
主
義
的
な

落
大
な
る
質
時
哲
事
館
系
を
山
地
設
す
る
に
歪
ら
し
め
た
。
か
〈
て
経
済
皐
を
以
て
一
切
的
批
曾
科
用
干
の
基
礎
ご
見

る
彼
り
肢
初
り
思
舗
は
、
主

(ω
後
賞
質
的
意
義
を
失
な
い
、
主
芭
し
て
其

ω方
法
論
的
意
識
に
於

τ、
彼

ω枇
曾

事
方
法
論

ω形
成
を
指
導
す
る
に
止
ま
っ
た
の
で
ゐ
る
o

要
す
る
じ
コ
ン
ト
は
、
枇
曾
撃
は
蛍
時
的
諸
般
の
一
舵
曾

皐
中
特
に
経
済
事
が
質
際
に
運
肘
し

τ居
る
方
法
論
に
従
ひ
、
現
貨
な
る
事
貨
の
槻
袋
に
基
び
て
獲
得
苫
れ
る
枇

曾
現
象
の
賞
詮
的
知
識
を
‘
論
理
的
に
組
蹴
し
、
統
一
す
る
血
中
的
髄
系
ご
し
て
建
設
さ
る
可
き
も
の
Z
考
へ
た
の

論

叢

限
界
紐
湾
串
主
制
度
制
済
串

第
二
十
九
巻

一λ
五

第

擁

ゴL



歯

叢

限
界
経
情
事
と
制
度
紐
済
串

第
二
十
九
告

一
八
六

銘

競

O 

で
、
彼
の
枇
曾
間
平
方
法
論
は
つ
ま
り
経
済
撃
が
ま
だ
組
織
苫
れ
て
居
な
い
が
、
併
し
現
貨
に
運
用
し
て
居
た
方
法

論
の
影
響
の
下
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
て
吉
き
に
述
べ
し
如
〈
、

ミ
U
F

は
ヨ
V

ト
の
肱
曾
挙
方
法

論
の
影
響
に
よ

b
τ
、
始
め
て
経
済
事
方
法
論
を
組
織
的
に
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
る
仁
ヨ

y

ー
は
ま
に
組

織
苫
れ
て
辰
な
い
経
済
問
中
方
法
論
の
影
響
の
下
で
.
彼
の
世
曾
等
方
性
問
論
を
築
き
上
げ
た
の
で
、
其
の
始
源
に
於

τ方
法
論
上
、
枇
曾
亭
正
経
済
事
ご
が
畑
何
に
密
接
に
締
ぴ
附
い
て
屑
た
h
r
M
V

同
学
ば
れ
る
の
で
ゐ
品
。

却
設
枇
曾
血
中
古
経
済
事
は
方
法
論
上
其
の
始
狐
に
於
一
1
、
以
上
越
べ
し
が
如
〈
甚
だ
密
使
な
る
繍
係
を
血
判
す
る

も
の
で
あ
る
が
・
共
の
後
の
後
培
に
於
て
も
、
繭
者
の
方
法
論
上
り
関
係
は
守
川

9
甚

r密
銀
で
ゐ
る
-
』
正
が
目
拍

曲
さ
れ
る
o

併
し
私
は
本
論
文
に
於

τは
、
特
に
雨
者
の
方
法
論
の
畿
迭
を
、
相
互
の
交
渉
に
於

τ静
し
〈
論
究

せ
ん
Z
す
る
の
で
な
い
か
ら
.

只
雨
者
の
密
接
な
る
交
渉
の
特
に
編
著
な
る
場
合
を
奉
げ
、
枇
曾
事
者
も
亦
経
済

曲
宇
者
も
、
各
々
某
の
方
法
論
を
研
究
せ
ん
芭
す
る
に
嘗
っ
て
、
特
に
他
の
方
法
論
の
研
究
に
注
意
す
る
必
要
を
示

す
仁
止
め
る
ν

ゼ「
、.

ェ
1
.

ミ
む
に
が
「
論
理
事
館
系
」
第
六
篇
に
於
て
、
一
肱
曾
拳
一
般
方
法
論
を
特
に
枇
曾
事
正
経
済
事
正
に
就

て
詳
し
(
論
越
し
‘
一
枇
品
目
科
事
一
般

法
論
の
組
織
的
論
述
に
基
い
て
、
特
に
一
位
曾
事
正
経
済
闘
争
正
の
方
法
論
を

組
織
的
に
展
開
し
て
以
来
、
先
づ
吾
人
の
殊
に
注
目
す
可
き
は
、
経
済
皐
の
方
面
に
於
て
は
凋
逸
の
奮
歴
史
掘
酬
の

方
法
論
で
ゐ
る
。
但
し
ロ
ッ
ジ
エ
ル
が

の『ロロ弘『山田

N
Z

J
H
O
ユ
自
ロ
ロ
明
。
ロ
ロ
『
司
色
。
印
Sω
官
耳
目
耳
F
R
H
H
陶
沖
ロ
副
の
r



l
s
t
t
1
-
j
1
J
i
-
-
j
i
i
s
a
-
-
i
i
1
i
j
i
t
-
-
l
j
J
1
3
4
4
4
j
j留
君
酒
場
得

1
1

m
a
n
Eの
F
a
n
F
2
冨
0
5。
拾
を
R

留に

L
花
の
は
千
人
百
四
十
三
年
、
郎
も
ミ
U
Y

が
「
論
理
事
檀
系
」
を
託
公
に
せ
る
正
岡

年
で
あ
る
か
ら
、
英
国
経
済
事
の
抽
象
的
演
絡
的
方
法
論
に
反
謝
し
て
、
盤
奥
的
蹄
納
的
方
法
論
を
主
張
す
る
濁

逸
歴
史
経
済
事
の
運
動
は
、

ミ
戸
が
英
園
経
済
事
の
方
法
論
宏
始
め

τ組
織
的
に
諭
越
せ
る
年
に
始
ま
っ
た
の
で

ゐ
る
o

此
蕗
に
ロ
ッ

V

エ
ル
を
始
め
英
他
の
奮
歴
£
振
の
官
僚
、

ヒ
W

デ
プ
ラ
ン
ト
や

hy--z等
の
方
法
論
に

就
て
、
節
目
平
ド
も
諭
越
す
る
限
は
な

ν
か
ら
、

日
目
此
骨
闘
に
私
の
重
要
嗣
叫
す
る
酷
か
ら
鬼
て
、
少
し
〈
越
べ
る
た
け

に
止
め
る
が
、
何
人
で
も
ロ
ッ

V

品
庁
、
h
F

一
之
、

・4
r
r
t
w
H
-
，

ヒ
七
プ
プ
一
フ
y
ト
等
の
経
済
事
方
法
論
を
少
し
〈
注
意
し

て
皿
引
先
す
れ
ば
、
英
等
の
諸
家
は
皐
に
経
済
事
方
法
論
だ
り
を
論
述
し
て
居
る
の
で
な
(
、
先
づ
粗
雑
な
が
ら
皐

問
論
よ

ω
一
定
の
見
解
を
立
て
、
夫
れ
い
に
基
い

vτ
守
』
リ
刺
殺
な
が
ら
粧
品
目
科
事
一
般
方
法
論
を
組
織
し
、
克
仁

夫
れ
に
基
い

τ経
済
凪
平
方
法
論
を
組
織
的
に
論
述
し
て
居
る
ニ
ピ
を
見
出
す
で
ゐ
ら
う
。
要
す
る
に
其
等
の
諸
家

は
ま
に
形
式
的
仁
は
一
肱
曾
皐
の
存
立
を
承
認

Lτ
居
な
い
が
、
併

L
賞
質
的
に
は
一
世
曾
事
方
法
論
芭
認
む
可
き
も

の
E
密
接
に
結
び
附
げ
て
.
経
済
事
方
法
論
を
組
織
的
に
論
越
し

τ居
る
の
で
あ
る
。
(
直
鋳
に
英
等
諸
家
の
若

書
に
就
て
一
々
研
究
す
る
便
宜
を
有
し
な
い
人
々
は
・
右
に
越
お
る
私
の
主
旨
ef
、
左
の
詩
書
に
よ
り
て
事
ば
れ

た
い
。
呂

2
4〈一の『叩円、同
o
ω
n
r
q
E仏
関
口
問
2
5
ι
ι
一Zomunrmロ
p
s
-
8
0
血

2
E件
。
号
口
F
E
Z住
吉
色
町
r
s，

。
自
由
。
(
の
2
5ヨ
色
町
〉
一
口
E
H
N
O
B『
吉
田
O
E
n
E
室内
r司
)
也
印

E
-
r
。ュ岡山
5
0『
ω
R
E
z
q
-
G
N品
-
P
R
E
m
-
-

回
ロ
岳
F
Eロ岡山口

a
o
民
OHV。
ιB-oFB
品
日
居
住
o自
-oroE。自由♂

G
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d描

讃

限
界
観
済
摩
と
制
度
輝
済
事

第
二
十
丸
巻

八
F、

第

貌

真
に
ジ
ユ
毛
-
フ

1
に
率
ひ
ら
れ

τ勃
典
せ
る
・
加
調
品
唱
新
歴
史
振
の
方
法
論
に
就
て
考
察
す
る
正
、
古
田
歴
史
波
の

方
法
論
に
於
て
見
出
さ
れ
る
右
の
傾
向
は
、

一
屠
明
白
に
現
は
れ
、
且
つ
夫
れ
は
一
一
暦
事
問
論
的
及
び
組
織
的
に

論
述
さ
れ

τ居
る
一
切
ご
を
見
る
の
で
、
要
す
る
に
V

ユ
毛

-
7
1
の
経
済
事
方
法
論
は
‘
醤
歴
史
探
の
所
設
よ

h
は

一
屠
精
練
苫
れ
た
る
曲
学
問
論
を
基
礎
ご
し
て
立
て
ら
れ
た
る
枇
曾
科
事
一
般
方
法
論
に
基
言
、
資
質
的
に
は
枇

曾
肌
平
方
法
論
正
部
む
可
き
も
の

t
密
接
.
仁
結
び
附
り

τ、
組
織
的
に
詳
L
〈
論
述
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
む

(
右
り
主
旨
を
V

ユ
モ
ラ
|
の
議
著
作
に
就
工
論
究
す
る
便
宜
を
有
し
な
い
人
々
は
、

1:0 

" i3 
5凶
・一‘fユー

時
間
的
岬

o
p
同
)
山
。

何
回
昨
宅
一
町
内
包
ロ
ロ
同
N

ロ
ヨ

EB-qhuE-m{ロ
ヨ
耳
目
5
ι
o
-
o岡山
R
F
o
dロ
宮
田
口
nFロ
ロ
町
出
町
四
円

ι自
〈

OHF巴
g
z
gロ
叶
F
g
z
o

回
目
色
の
O
R
E
n
z
o
E
呂
自
問
。
円
、
出
。
F
E
o
=
0
2昌
弘
富
民
話
。
『
2
(判
官
∞
)
仁
於
り
る

mnF
自
己
-oE

F
U
円。ユ
ωnFO

冨
且

r
a
o
に
就

τ事
ば
れ
た
し
。
)

今
私
は
ト
相
に
越
ぺ
し
如
〈
濁
泡
り
指
田
耕
歴
史
減

ω経
済
学
方
法
論
を
一
貫
し
て
‘
賞
質
的
に
は
枇
曾
皐
方
法

論
己
認
め
ら
る
可
き
も
の
正
密
使
に
結
び
附
り
て
、
経
協
胴
皐
方
法
論
を
詳
し
〈
組
織
的
に
展
開
せ
ん
正
す
る
方
法

論
的
傾
向
が
、
見
出
さ
れ
る
ご
考
へ
る
の
で
め
る
が
、
一
見
に
其
の
傾
向
に
於
て
殊
に
枇
曾
皐
者
り
控
目
す
可
き
勘

は
‘
歴
史
探
経
'
併
凪
平
方
法
論
り
多
く
の
根
本
忠
娘
正
、

コ

V

ト
の
枇
曾
牟
方
法
論

ω多
〈
の
根
本
思
想
ど
の
問
に

見
曲
さ
れ
る
大
な
る
類
似
で
ゐ
る
o
然
ら
ば
か
、
る
重
要
な
る
類
似
が
雨
者
川
り
聞
に
存
在
す
る
は
、
如
何
な
る
理

由
に
よ
る
か
を
研
究
す
る
-
】
ご
は
、
枇
合
科
事
方
法
論

ω
研
究
上
一
の
重
要
な
る
問
題
で
あ
る
ご
忠
ふ
が
、
比
蕗



に
詳
し
〈
論
述
す
る
ニ
ご
は
出
来
な
い
か
ら
、
只
簡
単
に
論
述
す
る

rけ
に
止
め
る
o

醤
歴
史
一
燃
の

一
大
家
ク

ニ

1

1

は
、
歴
史
訴
の
方
法
論
を
論
理
的
仁
最
Z
組
織
的
に
且
つ
完
全
に
論
述

L
た
ど
云
は
れ
る
其
の
著
口
町

唱。-
H
E
E
Z
c
o
r
oロ
o
E
0
2ロ
印
E

E司
E
r
H
o
r『
問

g
n
E
n
F
E
n
r
g
冨
E
F
O
品。
(H
∞国
N
)

の
第
二
版

(H
∞∞
ω
)

仁
於

て
越
ぺ
て
居
る
蕗
に
よ
る
正
、
彼
が
同
書
を
出
版
せ
し
嘗
時
千
八
百
五
十
二
年
頃
に
は
、
彼
自
身
は
コ
ン
ト
の
著

作
を
み
ず
旬
、
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
恐
く
は
嘗
時
の
線

τの
濁
逸
の
経
済
皐
者
も
彼
れ
£
同
様
に
、

コ
ン
ト

の
著
作
を
全
〈
知
ら
な
が
っ
た
で
ゐ
ら
う
ご
の
事
で
あ
る
。
併
し
仰
は
彼
の
述
べ
て
居
ゐ
鴎
に
よ
ゐ
ピ
、
其

ω
後

彼
は

2
y
ト
の
著
作
を
研
究
す
る
に
壬
っ
て
、

共
の
一
中
仁
彼
自
身
の
論
結
の

3
H
ど
多
〈
の
識
見
戒
は
並
行
設
を

後
見
し
て
.

h
y
ι
1
1
の
右
の
言
越
に
謝
し

τ英
幽
の

f
y
グ
ラ
ム
お
わ
い
伽
一
ね
誠

大
に
鷲
V
た
の
事
で
あ
る
。

熱
心
な
る
コ

y

ト
抵
の
単
者
に
し
て
、
英
米
経
済
酷
非
に
於
で
は
陪
ん

E
出
典
的
と
な
っ
て
尉
る
「
純
済
苧
史
」
〉
国
同
氏
。
司
え
百
出
向
】
の
お
戸
開
。
。
ョ
ヨ
々

を
者
逃
せ
る
人
又
千
八
百
七
・
1
入
年
ダ
プ
リ
ン
に
於
け
る

JP何
回
口
立
自
F

K
戸田

o
n
E
t
o
p
F円
ZHO
〉
号
自
の
町
田
何
回
円
。
『
凹
口
。
ロ
の
冊
目
大
脅
に
於

て
、
「
軒
油
開
国
宇
及
び
統
計
事
部
」
山
部
長
と
し
て
の
部
前
叶
吉
田

U
Z祖
国
同
世
日
比
呂
田
富
島
田
川
耳
切
官
。

z
o「
HMVEg-
同

8
5
5可
に
よ
り
て
、
大
に
英

国
の
組
榔
革
者
の
詑
泊

E
悲
起
し
た
が
、
描
地
に
於
て
も
前
山
講
演
が
如
何
に
極
端
問
皐
者
白
註
窓
を
引
た
か
は
‘
翌
年
コ

ν
ラ
ー
ド
が
フ
ォ
ン
、
シ
エ

ー
ル
を
し
て
之
配
制
通
話

ι翻
諦
さ
せ
た
と
と
に
よ
り
て
も
推
察
さ
れ
る
。
但
し
イ
シ
グ
ラ
ム
は

2
y
ト
白
枇
骨
皐
方
法
論
を
恐
〈
J

主

は
ヨ

ν
ト
以
上
に
排
L
組
め
、
担
持
出
申
を
全
{
一
世
官
事
由
一
部
付
或
は
一
章
と
し
て

i

共
の
中
に
眠
状
せ
ん
と
し
た
り
で
あ
る
。
』
ト
ト

コ
ン
ト

の
「
・
質
諮
哲
皐
講
義
」
は
千
人
百
三
十
年
か
ら
同
四
十
二
年
ま
で
に
出
版
さ
れ

τ居
だ
こ
吉
、

ミ
U
F

は
腕
に
千
人
百

四
十
一
年
に
コ
ン
ト

Z
交
通
し
て
居
た
こ
正
、
叉
千
人
百
四
十
三
年
に
会
仁
せ
る
「
論
理
事
鵠
系
」
中
に
コ
ン
ト
を

讃
賞
し
て
居
る
こ

Z
等
を
憶
ひ
起
す
己
、

p
-
7
1
1
が
千
八
百
五
十
二
年
に
彼
の
「
回
世
史
的
方
法
の
鬼
地
炉
ら
見

た
る
経
済
事
」
を
著
越
す
る
頃
、
彼
自
身
の
み
な
ら
宇
纏

τの
濁
逸
品
り
経
済
事
者
日
川
、
会
(
コ
Y

ト
の
著
作
を
知

諭

議

限
悶
骨
組
梼
回
申
と
制
度
値
消
印
字

第
二
十
九
巻

λ 
九

第
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諭

叢

限ω
骨
髄
情
間
早
主
制
度
経
済
皐

第
二
十
九
巻

丸
O 

室事

蛾

四

ら
な
か
っ
た
正
一
五
ふ
の
は
、
阻
綱
泡
の
撃
者
の
評
判
の
虚
心
坦
懐
或
は
文
献
探
求
の
周
到
仁
岨
到
し
て
名
春
ゐ
る
こ
Z

、
は
忠
は
れ
な
い

t
皮
肉
h
・
叉
後
じ
コ

y
ト
の
著
作
を
研
究
し
て
、
茸
{
の
中
に
彼
自
身
の
論
結
の
さ
ほ
ど
多
〈

の
識
見
戒
は
並
行
設
を
蛍
見
し
て
大
仁
鷲
い
北
ご
一
五
ふ
は
、

苫
も
ゐ
る
可
き
こ
正
で
、
是
れ
h
y

で
l
z
の
方
法
論

に
於
1
異
に
樹
値
ゐ
る
総
工
の
も
の
は
、

ヨ
シ
ト
に
於

τ
一
層
大
規
模
に
適
用
さ
れ
、
叉
却
問
陥
岨
干
の
大
進
歩
を
表
示

す
る
旋
大
な
カ
炉
、
以
て
設
計
百
九
て
居
る
ニ
Z
が
、
後
見
古
る
可
き
で
あ
る
hr
ら
で
あ
る
之
、

ャ

A
7
皮
肉
っ
て

居
品
。

(
H
P
四
日
ヨ
、
〉
Z
一件
o
q
o
「
司
色
町
民
2
-
問。。ロ
O

自》
J

G

H

?

司自
M
H
U
F
M
U
U
)

併
し
グ
品

V
J

チ
ク
の
如
、
言
以
.

コ
ン
ト
の
枇
品
目
事
方
法
論
の
根
本
忠
惣
己
、
加
判
品
瑚
賑
由
民
淑
総
務
事
の
方
法
論
の

根
本
思
想
ピ
の
問
に
存
在
す
る
多
(
ω
重
要
な
る
類
似
は
、

つ
ま
り
仰
湖

ω枇
曾
科
率
的
思
惟
の
後
胤
に
於
げ
る

一
の
並
行
線
正
認
め
ら
る
可
き
も
の
な
る
を
、
純

hω
方
面
か
ら
論
説
せ
ん
ご
し
て
居
品
。

(
4
5
m
昼
間
"
〉
口
問
5
H
O

の
o
自
序
回
ロ
ハ
同
ω
巴
ロ
何
回
色
。
巳
ロ
ロ
向
島
町
色
。
開
ロ
z

r

E

E

間
色
白
印
on訂-唱え
E
E
E
H
H卯
『

Y

H
∞UAH

印
ω
N
K
#
U
「
N
U
口
)

私
は
獅
逸
醤
膳
史
振
の
誇
大
家
が
、
千
入
百
五
十
二
年
頃
に
も
ま
に
コ
ン
ト
の
著
作
を
直
接
関
請
し
て
居
な
か

っ
た
正
一
式
ふ
意
味
で
は
‘
会
く
知
ら
な
か
っ
た
己
一
両
ふ
の
は
、
異
質
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
が
、
併
L
コ
ン
ト
の
思
想

を
も
金
〈
知
ら
な
か
っ
た
ど
云
ふ
こ
ど
は
出
来
ま
い
1
t
思
ム
。
し
か
も
ゲ
品

Y

チ
ク
の
刻
〈
に
・
欝
歴
史
掘
削
の
方

法
論

ω盛
珪
を
凋
逸
精
紳
史
上
よ
h
深
〈
究
明
せ
ん
正
す
る
こ
ご
は
、
車
に
2
v
J

ト
の
思
想
を
総
入
せ
る
も
の
ご

し
て
設
明
す
る
よ
h
も、

一
屠
採
〈
某
佑
意
義
を
理
解
す
る
こ
芭
が
出
来
る
Z
思
ふ
。
叉
私
は
奮
歴
史
振
の
方
法



論
は
、

タ
ト
ヒ
賞
際
上
如
何
程
か
は
コ

y
ト
の
思
想
的
影
響
を
受
り
た
ざ
す
る
も
、
し
か
も
主
正
し
て
濁
逸
精
肺

史
上
及
び
枇
曾
史
上
か
ら
本
来
夫
れ
自
身
で
後
遺
し
た
も
の
ご
見
る
?
』
ご
は
、
雨
者
の
重
要
な
る
類
似
が
枇
曾
師
宇

方
法
論
正
経
憐
山
地
平
方
法
論
Z
の
閲
仁
、
本
質
的
関
係
の
存
在
す
る
司
』

Z
を
誼
示
す
る
膝
史
的
事
賞
正
し
て
、

屠

有
力
な
る
も
の
ご
な
る
ご
考
へ
る
。

倫
は
獅
逸
出
腔
史
仮
経
済
事
に
反
抗
し
て
勃
興
ぜ
る
.
決
太
利
仮
経
済
血
干
の
方
法
論
に
就
て
考
察
す
る
も
、
五
H

人

は
前
者
ご
は
異
な
れ
る
方
而
に
於
て
枇
品
目
叩
申
方
法
論
ピ
経
勝
目
母
方
仲
間
論
ピ
の
聞
に
存
立
す
る
本
質
的
関
係
を
、
朋

か
仁
串
h
A

こ
ご
が
出
来
る
む
近
代
縦
横
串
史
上
「
方
怯
論
守
」
正
し
て
知
ら
れ
て
知
る
有
名
な
る
論
戦
を
・

V
ユ

唱

ラ
ー
に
謝

Lτ
開
始
せ
る
浪
太
利
派
の
創
設
者
山
一
入
力

1
戸
・
メ
)
〆
ガ
ー
が
、
同
涙

ω方
法
論
を
組
織
的
に
詳

論
せ
る
千
人
百
人
十
三
年
出
版
の
名
著
は
、

C
P
R
E
n
z
a
g
手
2
品
目
。
足
耳
目
5
ι
O
L
Z
m
o巳釦一耳目切河口
m
n
E町田
r

ロロ
ιι
耳
目
ι
。
z
t
R
F
E
M
O。
ro回。日
r
z
u
r
E
Oロ内庁円。

己
題
3
れ
て
居
る
の
で
、
共
の
題
名
に
よ
ち
で
も
察
知
3
れ

る
如
〈
、

j

y

ガ
1
は
枇
曾
科
事
一
般
方
法
論
仁
結
び
附
け

τ、
か
〈
て
枇
曾
事
方
法
論
に
結
び
附
り
て
経
掛
山
学

方
法
論
を
論
越
し
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
(
同
書
は
今
日
は
商
慣
な
珍
本
正
な
っ
て
居
る
の
で
容
易
〈
は
手
に
入
ら

な
い
が
、
其
り
一
般
は
印
日
色
、

O
E町
一
口
旬
。
『
印
。
氏
。
-cm
可、

の
『
科
目
ν

M
H
H

・
叉
某
の
根
本
思
想
の
批
判
的
要
旨
は

出

2
E丘
町
田
ωR♂
口
町
何
回
Z
-
n
E
E問

N
Z
E
E
E胃可司
E
L
E
〉

Z
n
E一F
N
H内宅一円。一日宮
S
m
m自
宅
E
2
2日
目
再

ωl

-mwF円
命

に
よ
h
τ
事
ぷ
こ
ピ
が
出
来
る
。
但
し
京
都
帝
国
大
事
で
は
十
数
年
前
同
音
一
部
購
入

L
た
O
)

論

静

限
界
経
済
皐
と
制
度
翻
情
皐

第
二
十
九
笹

ゴL

主事

貌

五



論

議

隣
町
介
鶴
湾
畢
是
制
度
目
世
情
事

恭
二
十
九
巻

九

第

競

= 
"， /、

終
り
に
私
は
枇
曾
皐
方
法
論
正
経
済
串
方
法
論
己
の
密
接
な
る
本
質
的
関
係
を
説
示
す
る
も

ωピ
し
て
T

ッ
ク

?
?
エ
メ
!
の
方
法
論
に
就
て
少
し
〈
述
べ
て
置
〈
。
今
シ
ユ
壬
-
フ

1
正
メ
ン
ガ

1
Z
の
「
方
法
論
守
」
は
、
経

捕
開
幕
史
上
有
名
で
ゐ
る
に
拘
ら
守
、
質
質
的
仁
は
ゐ
ま
り
意
義
あ
る
結
果
を
生
ザ
す
し
て
終
っ
た
の
で
ゐ
る
。
併

し
夫
れ
は
英

ω健
で
放
諜
L
て
明
白
〈
可
き
も

ω
で
な
〈
、

吾
人
は
雨
者
が
基
礎
正
す
る
よ
り
は
夏
に
深
奥
な
る
事

四
四
論
に
基
い
て
、
共
ゆ
徹
底
的
な
有
効
な
解
決
を
幽
る
可
き
で
あ
品
。

7

ッ
P

1

3
ノ
L

j

ー
は
早
〈
其
の
駄
に

着
目
せ
る
一
人
に
し
て
、
彼
は
彼
の
時
代
に
於
け
る
最
新
の
一
血
中
間
論
的
も
リ
ッ
ゲ
ル
ト
の
事
問
論
を
中
心
ご

3

し
、
共
他
の
感
問
論
を
も
会
酌
し
て
、
あ
ま
b
組
織
的
で
は
な
い
が
己
仁
か
〈
彼
れ
自
身

ω事
問
諭
を
立

τ、
夫

れ
に
悲
い
て
V

ユ
T
7
1
の
方
法
論
ご
メ
y
ガ
!
の
方
法
論
ピ
を
止
揚
し
‘

一
居
高
等
な
組
合
的
統
一
的
な
経
済

事
方
法
論
を
展
開
せ
ん
ご
し
た
の
で
ゐ
る
。
併
し
彼
は
か
〈
し
て
達
成
せ
る
彼

ω経
済
事
方
桧
論
の
一
般
的
原
理

は
、
只
経
憐
凪
平
の
科
皐
的
磁
立

ω骨
凋
め
に
の
み
適
用
さ
れ
る
に
限
ら
れ
る
も
の
で
な
〈
‘

一
切
の
枇
曾
科
学
の
科

率
的
磁
立

ω矯
め
に
も
適
用
古
る
可
き
も
の
な
る
を
提
り
、

か
〈
て
彼
は
丁
解
枇
曾
聞
宇
(
品
目
。
耳
百
円
。
F
E
H
内町印。
soa

}
。
阿
佐
)
ご
稽
す
る
枇
曾
科
事
一
般
方
法
論
を
形
成
し
た
の
で
ゐ
る
。
(
云
民
戸
1
0
F
m
p
の
岳
山
自
E
m
]陣
内
〉
ロ
岳
山
内
N
O
N
Z『

吉
田
E
R
Z
F
一o
r
F
G
N
N・
云
包
E
E
垣
内

Z
F
Z自
宅
内
町
内
円
巴
ロ

FG-BωEEu
昌
弘
)
倫
ほ
本
節

ω問
題
か

ら
見

τ、
マ
ッ
ク
ス
・
ク
エ
バ

1
ω
枇
曾
科
挙
方
法
論
の
中
心
的
基
礎
た
る
9
ッ
グ
戸
ト
の
事
問
論
に
就

τも
興

味
ゐ
る
事
貨
が
め
る
。

市
ノ
ツ
グ
U
F

ト
の
皐
閑
論
に
於
り
る
割
引
半
分
類
論
上
の
一
新
設
、
卸
も
科
撃
を
根
本
的
に
白



然
科
事
古
文
化
科
離
T

(

厳
密
に
云
へ
ば
歴
史
科
率
的
文
化
科
事
)
ご
の
二
部
類
に
大
別
す
る
設
は
‘
本
来
彼
の
師
グ

イ
ン
デ
u
y
f
u
y

ト
の
自
然
科
拳
ピ
歴
史
科
事
ど
の
匝
別
を
根
元
ご
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
彼
は
彼
の
設
を
詳

L
〈
展
開
す
る
に
常
っ
て
重
要
な
る
材
料
の
一
ピ
し
て
利
用
し
た
の
は
、

さ
き
に
暴
げ
し
拠
太
利
減
の
メ
V

ガ

l

の
方
法
論
的
著
作
「
枇
曾
科
皐
殊
に
経
済
胤
干
の
方
法
の
腕
究
」
で
あ
っ
た

Z
一五ふ。

却
設
以
上
越
べ
来
・
り
し
世
胞
に
よ
ち
て
知
ら
れ
る
如
(
、
枇
曾
忠
一
・
方
法
論
正
経
済
皐
方
法
論
己
は
、
英
の
始
源
に

於
て
甚
に
密
接
な
る
閥
係
を
有
す
る
の
み
弓
ら
十
、
北
九
d

の
後
述
に
於
て
も
特
に
密
接
な
る
開
係
を
保
持

t
、
相
互

的
影
響

ω
下
で
相
携
へ
て
品
目
述
し

t
来
た
の

t
あ
る
が
、
此
山
知
く
に
両
者
の
聞
に
密
接
な
る
膳
史
的
関
係
の
存

在
す
る
は
、
是
れ
つ
ま
h
岡
者
の
聞
に
密
接
な
る
本
質
的
闘
係
が
め
る
か
ら
で
ゐ
る
。
き
れ
ば
枇
曾
撞
者
は
其
の

方
法
論
の
研
究
に
於
て
、
備
に
経
済
事
の
方
法
論
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
さ
岡
山
怖
に
、
経
済
事
者
も
亦
其
の
方

法
論
の
前
究
に
於
て
‘
常
に
枇
曾
事
の
方
法
論
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

そ
，
フ
し
て
私
が
さ
き
に
本
雑
誌
に
於

て
、
連
綴
し
て
共

ω
一
部
を
誌
に
せ
る
私
の
枇
曾
事
方
法
論
は
、
経
済
事
方
法
論

ω畿
逮
に
大
に
注
目
し
て
築
き

上
げ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
真
に
私
の
枇
曾
皐
方
法
論
か
ら
見
て
、
現
今
の
経
済
事
方
法
論
を
批
判
的
仁
吟

味
し
・
夫
れ
仁
よ
h
て
私
の
枇
曾
事
方
法
論
を
一
屠
確
か
め
、
叉
詳
し
〈
展
開
す
る
ご
同
時
に
、
厳
密
な
る
科
事

ご
し
て
の
鰹
務
亭
は
、
如
何
仁
し
て
方
法
論
的
に
確
立
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
か
を
見
定
め
た
い
ご
恩
仏
、
本
論

文
を
会
に
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。

論

輩

限
界
経
済
晶

4
制
度
純
済
皐

第
ニ
十
九
巷

九

第

観

七



論

躍

限
界
経
済
晶
と
制
度
組
湾
与

第
二
十
九
巷

九
四

錦

扱

A 

(二)

硯
今
の
米
国
経
漕
事
の
方
法
論
的
根
本
二
方
針

ご
し

τの
限
界
経
済
撃
さ
制
度
経
漕
串

私
は
前
節
。
「
方
法
論
上
に
於
げ
る
限
界
組
時
串
と
制
民
組
肉
串
と
り
歴
史
的
醐
保
」
を
、
本
論
文
の
緒
言
と
し
て
極
筒
惟
に
逃
ペ
る
に
止
め
る
積
り

で
あ
っ
た
が
、
書
い
て
行
〈
中
に
ツ
イ
興
味
に
凪
ら
れ
て
、
あ
ま
り
に
多
〈
白
紙
脚
を
費
や
せ
る
錦
品
、
本
抽
出
分
に
於
て
本
題
に
就
て
諭
越
し
得
る
紙

撤
は
大
に
減
伊
し
た
か
ら
、
本
耐
に
於
て
は
凡
現
ん
す
の
地
図
組
岬
酔
に
於
け
る
多
耐
の
諸
方
針
中
、
私
が
特
ド
限
界
卸
酎
皐
と
制
庇
組
憐
肌
中
止
を
以

て
、
根
本
的
二
方
針
と
且
る
叫
本
的
皿
山
を
簡
単
に
指
一
一
小
ず
る
だ
け
に
止
め
、
攻
問
分
干

υ、
本
姐
に
就
て
前
仰
山
終
り
に
辿
ぺ
し
オ
旨
か
ら
凡
て
、

詳
し
〈
論
越
し
た
い
と
思
ふ
。
但

L
本
雑
誌
編
斡
の
都
合
上
、
主
制
分
か
ら
夫
れ
売
れ
樹
立
な
題
名
主
附
け
て
置
く
が
.
併
し
比
の
此
は
樹
立
せ
る
諸

論
文
で
な
(
、
酎
回
に
亘
り
て
挫
蹴
す
る
一
論
文
て
あ
る
山
て
品
明
会
恥
ら
、
甜
者
付
共
的
制
り
広
て
閲
制
さ
れ
た
い
。

今
日
は
何
れ
の
文
化
闘
民
仁
ゐ

h
τ
も‘

枇
曾
諸
科
事
中
特
に
艇
糖
事
が
最
正
も
盛
ん
仁
研
究
さ
れ
一
1
腐
る
の

で
あ
る
が
、
前
節
の
始
め
に
述
べ
し
事
に
よ

b
τ
察
知
さ
れ
る
却
く
、
米
闘
に
於
て
は
経
済
事
の
研
究
は
殊
に
盛

ん
で
あ
る
芭
思
ム
。
そ
う
し
て
夫
れ
は
車
に
外
部
的
に
見
て
盛
ん
で
ゐ
る
だ
り
で
な
〈
‘
内
部
的
或
は
賞
質
的
に

見

τも
同
様
で
あ
る
の
で
、
今
日
の
米
岡
経
済
事
に
於
て
後
議
し

τ居
る
諸
方
針
の
放
は
、
濁
逸
経
済
事
に
於
て

畿
達
し
て
居
る
諸
方
針
の
数
よ
h
も
多
い
ご
思
は
れ
る
。
然
る
に
今
日
我
岡

ω経
済
拳
者
・
殊
に
若
い
経
済
事
者

の
多
数
が
、
只
或
は
ま
ご
し
て
濁
逸
の
経
済
事
の
み
を
重
要
視
し
て
、
茸

(ω
研
究
に
カ
を
詑
ぎ
、
米
国
の
経
済
亭

を
無
視
し
或
は
少
な
く
も
輯
頑
す
る
傾
向
あ
る
は
、
欧
米
何
れ
の
図
の
皐
界
に
も
隷
嵐
せ
争
、
濁
立
な
る
一
串
界

正
し
て
後
遣
す
可
き
我
闘
の
経
済
閣
宇
田
介
の
鎗
め
に
決
し
て
喜
公
可
き
こ
ピ
で
な
い
ご
思
ム
。
但
L
私
は
我
闘
の
経

臨
胴
曲
甲
田
介
が
濁
立
な
一
向
学
界
E
し
て
費
這
す
る
矯
め
に
、
最
ご
も
重
要
な
る
根
本
問
題
の
一
は
、
欧
米
諸
国
殊
に
芙



米
猫
仰
等
り
経
済
拳
方
法
論
を
精
究
し
て
、

一
段
高
き
見
地
か
ら
之
を
総
合
し
統
一
す
る
経
済
拳
方
法
論
を
築
主

上
げ
、
先
づ
我
闘
の
経
済
準
界
の
一
般
的
基
礎
を
確
立
す
る
こ
Z
で
ゐ
る
ピ
信
十
る
。
司
令
'
ヲ
し
て
今
日
我
闘
で
勃

興

L
っ
、
め
る
徳
川
時
代
の
挙
者
の
経
済
思
想
の
碗
究
も
・
右
山
り
目
的
に
謝
し
て
何
炉
貢
献
す
る
鹿
b
る
或
物
を

後
見
せ
ん
ざ
す
る
意
闘
を
以

τ遂
行
宮
れ
る
に
於
て
、
此
蕗
に
始
め
て
重
大
な
る
経
済
事
的
意
義
を
有
す
る
も
の

ご
な
る
ご
思
ム
。
私
は
我
闘
の
経
済
思
想
史
を
研
究
さ
れ
て
居
る
若
い
経
済
史
家
が
、
此
の
貼
に
注
目
さ
れ
ん
ニ

=
を
特
に
初
堕
す
る
。
併
し
今
日

ω虞
で
.
右

ω
目
的
を
達
成
す
る
縛
め
に
先
ゴ
何
よ
b
も
肝
要
な
る
は
、
欧
米

諸
岡

ω経
済
耕
方
法
論
の
一
詳
し
き
批
判
的
研
究
で
め
る
a

然
る
じ
比

ω事
以
今
日
の
認
識
論
、
論
溜
息
a
H
A

ぴ
方
詰

論
、
帥
も
割
叫
が
約
し
て
串
間
論
宅
一
回
目
的
岳
民
主
会
話

ぜ
得
す
る
も
の
、
精
究
に
基
い
て
、
新
た
に
建
設
き
る
可

き
準
問
論
を
前
定
し
て
居
る
の
で
・
賞
に
甚
だ
困
難
な
る
仕
事
で
ゐ
る
。
そ
う
し
て
夫
れ
は
醤
に
我
岡
の
祉
曾
事

者
が
協
力
す
る
を
要
す
る
の
み
な
ら
干
、
真
に
大
に
我
岡
の
哲
事
者
も
協
力
す
る
を
要
す
る
仕
事
で
あ
る
。

本
論
文
の
一
般
的
目
的
は
前
節
の
終
り
に
逃
ぺ
し
が
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
真
に
其
の
特
に
目
指
す
紡
は
、
私

が
今
日
ま
で
に
百
心
惨
健
漸
〈
に
大
髄
上
築
き
上
げ
た
る
枇
曾
皐
方
法
論
が
、
濁
立
な
一
曲
学
界
正
し
て
の
我
闘
の

枇
曾
聞
宇
界
を
建
設
す
る
一
般
的
基
川
慨
を
磁
立
す
る
錦
め
に
貢
献
す
る
芭
同
時
に
、
調
主
な
一
四
苧
界
正
し

τの
我
闘

の
経
済
事
国
介
を
建
設
す
る
一
般
的
基
礎
セ
確
立
す
る
第
め
に
も
、
何
物
を
貢
献
し
得
る
か
を
指
示
せ
ん
ご
す
る
に

在
る
の
で
あ
る
。

諭

讃

限
界
観
済
摩
主
制
度
胸
済
回
申

第
二
十
九
巻

九
五

第

貌

ブむ



描

議

限
界
趨
涛
串
と
制
度
翻
済
串

第
二
十
九
谷

jL 

プミ

第

蹴

凹
O 

却
設
私
は
上
に
晴
雄
ぺ

L
主
旨
に

τ、
今
日
我
闘
で
は
比
較
的
に
軽
蹴
さ
れ
て
居
る
今
円
の
米
閥
経
務
撃
の
方
法

論
を
・
本
論
文
に
於
て
批
判
的
に
考
察
し

τ見
た
レ
己
思
ふ
の
で
ゐ
る
が
、
今
米
闘
に
於
け
る
経
務
事
研
究

ω今

日
の
隆
盛
は
、
共
の
端
を
千
八
百
人
十
年
代
に
俊
し
て
居
る
の
で
、
同
年
代
の
始
め
に
濁
逸
か
ら
鮪
国
せ
る
多
数

の
優
秀
な
る
若
草
経
済
撃
者
が
、
千
人
百
人
十
五
年
に
「
米
国
経
済
問
中
曾
」
を
建
設
し
て
盛
ん
に
活
助
を
始
め
、
夫

れ
』
h
氷
岡

ω経
掛
凪
平
は
漣
滅
的
に
騒
々
記
し

τ脅
迫
し
て
本
冗
川
り
で
あ
る
。
そ
う
し

τ濁
趨
か
ら
除
入
3
れ
た

る
歴
史
振
経
済
事
が
.
新
)
き
方
針
さ
し
て
大
に
後
暗
唱
す
る
ご
同
時
に
、

正
統
減
縦
横
事
に
取
h
代
っ
て
、
抽
明
太

利
減
経
済
皐
或
は
夫
れ
さ
一
同
じ
方
針
の
純
理
経
済
事
が
大
に
晶
画
越
し
、
現
世
紀
の
始
め
ま
で
は
正
統
一
似
の
地
位
を

占
め

τ居
た
。
是
れ
即
も
米
闘
に
於
て
限
界
経
済
事
(
云
日
岡
山

E-
開
円
。
吉
田
町
ω)
或
は
限
界
主
義
(
宮
R
岡山
Z
F
E
)

ご
稽
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
現
世
紀
の
始
め
頃
か
ら
し
て
、
限
界
経
済
事
に
猛
烈
に
反
費
し
て
、

新
方
針
を
立
て
ん
ご
す
る
運
動
が
勃
興
し
来

b
・
又
其
等
の
新
方
針
を
表
的
し
或
は
同
化
し

τ.
限
界
経
済
撃
を

改
治
せ
ん
正
す
る
企
に
て
も
起
h'
・
此
蕗
に
米
国
経
済
率
界
は
今
日
見
る
が
如
き
盛
況
を
墨
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る

o
そ
し
て
限
界
経
済
問
中
に
反
抗
し
て
起
れ
る
新
し
き
方
針
に

u、
制
度
経
済
拳

(HEZEZOロ
区
間

2
5日
向
日
)

或
は
制
度
主
義

(HE巳
z
e
E
E自
)
古
都
せ
ら
れ
る
も
の
、
安
寧
経
済
血
中
或
は
幸
緬
経
済
問
中
或
は
厚
生
経
糖
皐

(毛色
F
B
何

n
o
E
E一
円
凶
)
正
裕
せ
ら
れ
る
も
の
、
非
功
利
主
義
の
心
理
事
的
経
傍
事
正
栴
せ
ら
れ
る
諸
方
針
・
(
例

へ
ば
本
能
誠
二
E
E
R
n
-
-
F
E
E
-
続
臨
加
率
Z
稀
せ
ら
れ
る
も

ωや、
フ
ロ
イ
ド
減
経
済
且
T

ピ
稀
せ
ら
る
可
き
も



の
や
、
行
動
主
義

固
め

rz宮
崎
町
日
経
済
事
正
格
せ
ら
る
可
き
も
の
等
)
・
記
越
経
憐
皐
或
は
統
計
的
経
済
事
正
稀

せ
ら
れ
る
も

ω某
地
純
々
ゐ
る
。
然
る
に
此
等

ω新
し
き
諸
方
針
は
、
夫
れ
夫
れ
特
に
強
調
す
る
特
殊
な
目
楳
を

有
す
る
に
拘
ら
す
・
積
身
に
相
交
叉
し
て
居
る
。
ぞ
う
し
て
一
定

ω方
面
か
ら
見
れ
ば
.
制
度
経
捕
刑
事
は
共
他
の

新
し
き
諸
方
針
を
包
括
す
る
も
の
ご
見
倣
し
得
ら
れ
る
。
殊
に
方
法
論
的
に
考
察
す
る
に
於

τは
、
制
度
経
済
事

は
限
界
経
憐
曜
に
制
出
立
す
る
方
計
を
、
最
古
も
徹
底
的
仁
畿
弾
す
る
も
の
ご
認
め
得
ら
れ
る
。
そ
れ
で
私
は
今
日

経
雌
相
場
に
於
り
ゐ
方
法
論
的
樹
立
は

限
界
経
隣
皐
ピ
制
度
経
済
事
さ
の
封
立
に
よ
h
τ
、
最
ご
も
よ
〈
後
押
さ

の
米
凶
仰
い
て
属
品
ピ
考
へ
、

同
者
の
針
立
evh
私

ω枇
曾
皐
方
法
論
か
ら
見

τ、
方
緋
論
的
じ
批
判
し

結
局
科
伊

E
L
τ
の
綬
隣
組
中
は
如
何
仁
し
て
確
立
さ
る
可
き
か
を
見
定
め
た
い
ぜ
思
ム
。
但
し
今
日

ω米
国
経
憐
問
中
に
於
り

る
樹
立
を
・
物
侵
経
済
問
宇
或
は
市
場
経
済
問
中
正
厚
生
縫
憐
準
ど
の
調
立
正
見
る
人
々
が
あ
る
。
そ

P

フ
し
て
此
の
封

立
は
賞
際
的
目
的
の
上
h
r

ら
見
れ
ば
、

一
は
傍
利
或
は
利
潤
を
目
的
芭
す
る
も
の
に
じ
て
、
他
は
凶
民
の
安
寧
卒

編
成
は
厚
生
を
目
的
正
す
る
も
の
で
あ
る
ご
し

τ.
質
際
白
的
論
上
経
糠
印
字
の
調
立
を
油
切
に
表
示
す
る
己
思
は

れ
る
が
、
併
し
科
拳
正
し
て
の
経
済
皐
は
-
質
際
目
的
論
に
左
右
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
夫
れ
に
よ

b
て
科
事
ご
し
て
経
済
事
の
樹
立
を
表
示
せ
ん
正
す
る
は
正
賞
で
な
い
。
倫
は
後
に
述
べ
る
如
く
制
度
経
済
問
中
も

目
的
論
的
分
子
を
合
ん
で
居
る
が
、
之
を
科
事
正
し
て
の
経
済
皐
の
一
方
針
を
代
表
す
る
も
の
ご
見
る
場
合
じ

は
、
其
の
方
面
は
看
過
さ
る
可
き
で
あ
る
。

論

義

限
界
紐
憐
隼
と
制
度
制
商
事

第
二
十
九
巻

ブL

七

第

披

四



諭

議

限
界
紐
湾
問
宇
と
制
度
経
済
事

第
二
十
九
巻

jL 
J、

第

税

四

私
は
右
に
遁
べ
し
如
〈
、
今
日

ω米
園
経
糖
事
に
於
け
る
科
率
的
樹
立
は
、
限
界
経
済
皐
ピ
制
度
経
済
事
ご
の

劃
立
に
よ
り
て
・
最
正
も
よ
〈
謙
抑
さ
れ

τ居
る
ご
見
る
の
は
、
賞
際
上
制
度
経
済
事
は
限
界
経
済
事
に
反
指
す

る
共
他

ω諸
方
針
金
、

一
定

ω方
面
か
ら
見
れ
ば
総
て
包
括
し
て
居
る
ピ
認
め
ら
れ
得
る
が
潟
め
の
み
な
ら
争
、

方
法
論
的
に
見
工
限
界
経
済
事
正
の
封
立
を
最
古
も
よ
〈
費
揮
し
て
居
る
ご
認
め
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら

ば
私
以
如
何
伝
る
意
味
に

τ.
限
界
魁
糖
州
中
正
制
度
総
憐
畠
a
E
の
劃
立
は
科
向
学
ご
し
て
の
今
日

ω米
国
経
済
亭
の

樹
立
士
、
方
法
論
的
に
最
芯
も
よ
(
後
叩
押
し
て
ほ
泊
る
己
認
的
ゐ

ωで
め
る
か
ピ
一
五
ム
仁
、
要
す
る
仁
夫
れ
は
つ
ま

b
、
雨
者
は
方
法
論
上
科
挙
ご
し
て
の
経
済
事
の
根
本
的
二
部
門
正
認
め
ら
る
可
き
も
の
、
卸
も
経
済
静
事
或
は

静
態
経
済
事

(
2
0ロ
。
自
由
。
民
主
白
色
白
E
R
E
-
R
0
5自向。切
)
E
稽
せ
ら
れ
る
も
の
、
及
ぴ
経
済
動
事
戒
は
動
鑓
艦

済
事
(
日
。
ロ
O
E
r
身
E
E一2
0司
且
可

E
呂町
n
邑

2
0
5日
向
日
)
一
己
稽
せ
ら
れ

ιも
の

-r.
夫
れ
犬
同
日
典
型
的
に
表
現

し
て
居
る
ご
考
へ
晶
か
ら
で
あ
る
o

然
る
に
経
済
瀞
皐
或
は
静
態
経
済
同
地
干
の
概
念
、
及
び
経
済
動
準
或
は
動
態
経

務
事
の
概
念
は
、
種
々
な
る
意
味
に
解
さ
れ
て
居
る
の
で
、

之
を
以
て
科
学
ご
し
て
の
経
済
皐
の
根
本
的
二
部
門

を
、
方
法
論
的
に
正
賞
に
表
示
す
る
も
の
ご
認
め
ん
ご
す
る
に
於
て
は
、
吾
人
は
先
づ
雨
者
白
梅
念
を
厳
密
に
規

定
せ
ね
は
な
ら
泊
。
そ
れ
で
私
は
先
づ
次
回
に
於
て
爾
者
の
概
念
の
詩
意
味
を
吟
味
し
・
厳
密
に
は
如
何
に
規
定

き
る
可
き
か
を
論
じ
た
い

Z
思
ふ
。


